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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は進行口腔癌に対する超選択的動注法のための新しい血流維持型血管内
視鏡を開発しすることである．FiberTech社製の3CCDイメージングシステム（FT-203F）に接続可能であり，イリ
ゲーションとワーキングチャンネルを有する直径1.3mmの血流維持型血管内視鏡を開発したが，ファントム実験
では作製した血管内視鏡の画質が十分ではなく，さらなる改善が必要と考えられた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a novel endoscope for superselective
 intra-arterial infusion for oral cancer. This endoscope could connect to 3CCD imaging system
(FT-203F, FiberTech), and had irrigation and working channels. But, the imaging quality was not 
sufficient in phantom experiment. Therefore, we will improve this quality od the endoscope.

研究分野：口腔外科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
① 研究の学術的背景 
  
進行口腔癌に対する従来法による動注化
学療法はカテーテル先端が外頸動脈本幹に
留置されるため腫瘍へ到達する抗癌剤量が
少なく，十分な治療効果が得られなかった．
これに対し，浅側頭動脈よりの超選択的動注
法ではカテーテルの長期留置により連日の
治療が行えるため，少ない抗癌剤投与量で高
い抗腫瘍効果が得られる本邦で開発された
画期的な方法である．これまでわれわれは本
法と放射線療法との連日同時併用療法を行
うことで進行口腔癌であっても原発巣の手
術回避を可能としてきたが，超選択的なカテ
ーテル留置は 2次元画像の透視下に行われる
ため，目的とする腫瘍栄養動脈への留置成功
率は約 85%であった．超選択的にカテーテル
が腫瘍栄養動脈に留置されなければ治療効
果は不十分となり，手術時間を短縮させ放射
線被曝や造影剤使用量を軽減するためにも，
カテーテル留置中に目的とする腫瘍栄養動
脈（外頸動脈の分枝）を直接確認できる新し
い手法が必要となる．われわれは本邦でいち
早く低侵襲治療として唾液腺内視鏡を用い
ることで内視鏡下で導管の分岐の同定や唾
石摘出を行ってきたため，同様なコンセプト
で超選択的動注法のための新しい血管内視
鏡を開発しカテーテル留置に導入すること
ができれば腫瘍栄養動脈への確実なカテー
テル留置が行えると考えた． 
本研究により細径軟性の血流維持型血管
内視鏡を開発することで，目的とする腫瘍栄
養動脈への確実なカテーテル留置が可能と
なり，カテーテルの留置成功率の向上が大き
く期待できる．それに伴い，口腔癌に対する
浅側頭動脈よりの超選択的動注化学放射線
療法により咀嚼・嚥下・構音などの口腔機能
を温存できる低侵襲治療を多くの患者が享
受できるようになる．また，カテーテル留置
に要する手術時間を短縮させることで，放射
線被曝や造影剤使用量を軽減することがで
き，手術の低侵襲化にも寄与できるため，本
血流維持型血管内視鏡を開発する本研究の
臨床的意義は極めて強いと思われる． 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は進行口腔癌に対する超選
択的動注法のための新しい血流維持型血管
内視鏡を開発することである． 
 
 
３．研究の方法 

 
 横浜市立大学と愛知工科大学における医
工連携により本研究を行った． 

  
① 血流維持型血管内視鏡の設計・試作 
 
分担研究者の愛知工科大学の板宮と共同
で口腔癌に対する浅側頭動脈よりの超選択
的動注法に適した血流維持型血管内視鏡の
開発を行った．本研究で開発するのは
FiberTech 社製の 3CCD イメージングシステ
ム FT-203F（光源・プロセッサ装置）に接続
可能な直径 1.3mm の血流維持型血管内視鏡
であり，下記のデザインや仕様とした（チ
ャンネルは 2 つ：イリゲーション（ヘパリ
ン生理食塩水注入用）とワーキング（ガイ
ドワイヤー挿入用））． 

開発する血管内視鏡は石英系イメージガイ
ド，セルフォレックレンズ，多成分ガラス製
ライトガイド，チャンネルチューブからなる
挿入部，チャンネル付きグリップ部およびイ
メージングシステム（光源・プロセッサ装置）
に接続するリード部より構成した． 
 
内視鏡仕様 材質 

Endoscope 外径(mm) 1.3 PTFE 

Working channel 
内径(mm) 

0.6 PTFE 

Irrigation（灌漑）channel
内径(mm) 

0.3 
ﾎ ﾟ ﾘ ｲ ﾐ
ﾄﾞ 

Image guide（画素数） 6000 
石英系
ガラス 

Light guide（本） 120 
多成分
ガラス 

 



 
② 頸動脈モデルの作製と内視鏡の評価 
 
口腔癌患者の 3D-CT angiography データ
からソフトウェア上で血管を抽出して，そ
れを3Dプリンターで血管シリコンモデルを
作製した．開発した血管内視鏡をシリコン
モデル内に挿入し，血管内視鏡の軟性や画
質が十分かどうか評価した． 
 
 
４．研究成果 
 
 下図に示す血流維持型血管内視鏡を開発
できた． 

 イリゲーションチャンネルから注水可能
であり，ファントム内でも十分に機能したが，
画像数が 6000 と少なかったため，画質が悪
く明るさが十分ではなかった．今後，画総数
を 10,000 以上に上げることで，画質の向上
が得られると考えられた．本研究は今後も継
続し，十分な画質が得られてから，動物実験
で使用可能か検討していく予定である． 
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